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多足 艱の 染色体 研究 第 XI 報 ，
　X 線 に よるナガ ゲ ジ ム カ デの 大形染色体の 切断 とそ の 行 動

」）

小　川　一　男 　（静 岡県立浜松北高等 学校〕

昭和 3〔1年 4 月 14 日 受領

著 者 は 前 論交 に オ浄 て （195L），］953）， ナ ガ ゲ ジ ム カ デ E 跚 ・細 廨 み嬬 伽 卿 嬬 3 の ・覈型 が 】8 個 の 小

形n．．色体 と 2 働 ・長大 な roen 色体 と か ら な り ， 榎 板 ヒの 排 列 は ゲ シ
’
　 Th ・・vuone

’
nta 　hitgettdor／fi．．及 び オ ウ

ゲ ジ Thereuopeda 　clttntt　ei
”
a と同様 に ， 小熊 〔1942）の い わ ゆ る同心 円状耕列 をなす こ と を報告 し ，減懃分

裂 に お い て 長 大な 2 ｛置の 大形 m 色休は黶板 畔 行 に 灘 瀕 確 へ 向 つ て 移動す る こ と を述 べ た 。 分 裂 中期 に

お け る染色体 の 同心 円状排列 と後期 に 制 鳩 そ の 平行 分離 と は ・ E・tLが dii「u ・e　 kinet。・ h ・… 〔。・ n ’r ° mC ・ es ）

列 、 っ た N 、で あ る と考え られ る （S ・h ・ade ・ 19EG），　H ・ ghes −S・h ・・d ・r 及 ひ ］〈is（t［4 ！）は随 目昆虫 の S ・t・’dt ・
’

cecr（］tiS　tuberculatrts に 才ナい て X 線処貍 実験 を行 い ， 断片 と な つ た 染色体 が 依然 と し て 平 行分 離 の 行動 を と

る こ とか ら ， そ れ が diffuse　 kin ・ t・ ch ・・c
一

を もつ こ と を 問接 的 k
’
ft1明 づ け た ・ 筆 者 （tg54〕もゲ シ

’
に お ・硬 同

購 実験 を 試 み た が ， 長ゴ訟 難状 の x 及 び Y 染色体 の タ楓 34 個 の ・1膨 点状 の 常色体 が あ る た め に ・
x 線

処 彈 に よ っ て 生 じ た断片が ，
X 及 び Y の そ れ と混 同 し て し ま つ て 　i　−1）行動 を決定 的 に 追 跡 す る こ とが 困 難

で あ っ た e しか し ゲ ジ ム カ デ の 消化菅壁 の 体細胞 分 裂 の 振板 に お い て は ，
2 個 の 大 形俸状桑芭体 と 魃 の 小形

ee色体 〔性渠色伽 ・ 謝 闥 来 な向 との 闘 に 極 め て 顕 著な 大 きさ の 差 が 存 鶴
一
る た め に ・ゲ ジ ‘t）場 合 ICIIs　llt

る よ 1）　4、， X 線 処 理 に よ る断片追 跡 の 極 究 は 遙 か に 好都合 で あ る 。 細胞 そ の も の か あま り六 き くな い こ と，

f晒 の 採集が t
・・
易 で な い こ とか ｝・：ttLす 概 究 上 の e」i灘 に晩 れ な 匹 こ こ に 現在 ま で に 得 ら れ た 観察 の 結果 を

簡
『
単 に …搬告す る こ と と し た い 。

　 こ の 報告 を 草す る に 当 り， 論文 の 校 訂を 賜 わ っ た 北 ｝毎道武学 教授牧 野佐 二 郎 博土 に 潔 甚 の 謝 意 を 表 す る ウ

ま た ，
x 線 処班 に 当 つ て 種 ・t 御世 話下 さ つ 渥 綱 プく学 教樹 彬 厚臣博土 ・ ll赤浜 松病 浣長 山田鉄 三 郎氏 ・ 速

州 病 院放 射線科 技師中沢邦夫氏 に 対 し彫 く御礼 申 上 げ る コ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ． 材 料 と 実 験 方 法

卸 。 ゲ ジ で 行 っ た鰍 な黝 方 働 ・励 結果 鯵 考 に し
．
ら こ の 哭馳 」勧 た ・ 先 づ 蝦 で 採集 した新 鮮

な個 体 を輝 い ，
1200　r の X 線 を 全 fi　一．時 照 射 し た 。 照 射条件 tg　 l6（tKVP ・6mA ・濾過 板 0・5 ：田 uAl ＋

0．5nnnCu
， 焦 ・融 ゆ ｝巨離 40CI ・・，繊量 27r ，iiniTi・， 照却 繝 斗壬 分 で あ る 。 照 願 菱は 野外 の 馥 息場 か ら 持

ち 帰 つ た腐葉 と土 と を 入 れ た飼 育樽 こ飼 育 し 24 時 間後 に 角黝 し・直 ち 1こ 植巣 及 ひ 洲 譜 娵 り出 し て 画定

し た 。

一
方 ， 未 処理 の 個 体 を 対 照 と し て ，同 し 条件 の も と に 飼 育槽に 入 才・ て お も 同時 に 固定 し た ・ 固定 液

は 改 良 ナ ワ シ 職 を用 い ， プ レ パ ラ ートは 普 通 の ・ウ 刈 ン 法 に よ り ・ ec色 12 ・ ・イ デ ・ ・ ’イ ・ 氏 の 鉄 ヘ
ー

・ 　 1・

キ シ ヲ ン 法 に よ つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 観　察 　及　び　考　察

少数 の 材 料 1醂 か ら全 ta（d ：pl・三d）の 桀鮴 雄 原耡 舘 お い て 見 出 す こ と は 匪灘 で あ つ た が ・ 消 化管壁

に は 極 め て 多数 の 分裂像 を 見 る こ と が で きた の で
，

こ の 雄 の 体細胞の 染色体 十
’
〔 つ い て 観 察 し た処 を述 べ る 。

　王常 な 分 裂 中期 （第 1
，
2 図） を み る と ，

2 個 の 長 大 な 榛状渠体色 か 援 板 の 中央蟹 に そ の 長軌 を横 たえ．て

位置 し ， そ れ よ りも憲 か に 小形 の 染 色体が そ の 周 辺を と りま い て 散在す る 。 そ の 大 き さ の 差は減数分 裂 に 船

い て 観 察 され た もの よ り轍 か に 顕 著 で あ る た め に ， こ の 材 糠 よ2 価 ・）ブW 染色 体 の み の 観 蜘 咐 極 め て 好

　D　文部省 科 学 研究助 成補助 金 に よ る 研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔21 ）
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動　物　学 　雑 　誌 第 64 巻 ・ 第 9．号

者陰 な購 で あ る ・ 分 裂 後期 ・は 第 ・・堰 に よ つ 覗 ・か な娵 ，
・ 個 備 鰈 鮴 噸 板 上 瞳 え、 つ た

ま ま の 状態 で
・ 互 糾 乙行 的 関 係 を 保 ち つ つ 【鞭 炯 つ て 驟 移勢 る の で あ る。

x 髄 理 鮴 の 細 胞 に は 第 s−13 図 ・・示 す如 く ・ ・影 肥   朋 棚 ・断片 と な つ て 鴎 も贓 種 。 融
され た ・ 　

“tet　’C 　｝s　LA て こ れ 等 喋 色体 に は x 線照躯 ・糖 民 て 樋 に 見 られ 拠 の 粘me を環 ，し て v ．
る場 合 紗 く な く段 嬾 離 期 働 鋤 ・吩 断 され て 鴫 場鯉 著 し い よ う ・・思 i． 縫 （第 ・ 図）． 切
断 の 位置 t（ つ い て は 慰 つ た 型 醐 る ・ は 思 わ 嫉 い ． A”・

・ ，
　 bl断 躁 色体 の 繖 を 定 め ず起 魏 の と見 ら

丶
、露

3

／

ー

・惚
　 　 ■

6
●

●

●

●

．
●

●

， 7

Fi　grs・ユー13・
『
I　ll・ ・… latiC 　mlt ・SiS 。f　Es・iSliglitat ・bius　1Vngita’

−
Si・， ×3  ， 】−4

，
　 Chr ・ m 。，。 m 。、

　f，。 m

I− ・a 目 n … e −t・・ a ・・d）量・ di・idu ・｝s・　 1 ・ n 」ctapha ・・ p・la・ ・三・ w ． 2 ・ 川 ・・aph ・・e ・id・ 、
・it，w ． 3 ，

lal・・ai ・1・ig・ati ・ ・ 〔胴 ・・ge　 chrum ・ ・ 。 ・ ・・・… 　 a ・ apha ・e ］・ t・・al ・
’i・ w ． 4 ・ th ・・ samc

，
　P・ 1・ 画 。 w ，

　ミ｝−8 ：　駐 letap ｝】ascs 　poiar　v 産e 、べ，　showir 」9　0 ］lc 　Lレr　nu ｝rc 　frag【ncnfs 　of 　the 　largc　chromoson 〕es 、　9 ： sidc

・ i“ ・ ・ fh ’
・ 9m ・皿 ・ ・ f　th ・ ユ・ ・gc　 chr 。 m 。 ・・ m … 　 1（旧 ・ t・・ai 　 i1・ig・ ati ・且   随 ・ gmcrlt ・，　 P ・三… i・ w ．

　11 ： the 　 salne
｝
latcral 、

・iew ．　 12−13 ： iatc　anaphases ，　 s ］］e “
’hng　s〔〕 rne 　slna11 　fragme 置lts　which 　Iay　due

　tv　stickinc 〜s・　Thc 》
’

also 　n ］igate　tQ 　thc 　 opposite 　poics　with 　tl】cir 　lateral　 s三des．

i，した 。 切 断 され た粲色体 の 後期 に ＃ナ け る行動 に つ い て は ，

曁
細 胞 が あ ま り大 き くな い こ との た め 観察 が 相 当 困

難 で あ っ た が ， 第 】0
，

11 図 の 如 く比 較的断片数 の 少 い もの で は 明 ら か に 染色体 の 側面 を もっ て 核 飯 に 平行

して 極 の 方 へ 向 つ 働 い て い る こ と力確 め ら れ 為 しか し多麹 ・・亅・＃XhL となつ て しn ・7di場 合 に は ， 粘 着性 をお

び る働 祉 相待 つ て 磯集 は 困難 で あ る ・ そ れ に もか か わ ら あ 第 ｝2，IS 図 に 示 す如 く， 小断 1−？・f、・：粘着性 の

た め に 「運 れ 」或 は 「染色体 の 轎」を形成 しつ つ ・ 依然 と し
．
て柴 色嫁 力 倶1：面を両極 に 向 け 移 動 し て い 礎 1こ塵

を 明 ら か に す る こ とか
『
（ きた う こ の 醜察結果 は Hug1 ］ek／−Sch ：

’
adcf 及 び Ris （1141）が Steatocひ ‘ ‘

・
1‘ s　tubet ’L・u ／u −

tttS （⊃鯵i：祭 し た の と ［司様 に ， ナ ガ ケ ジ ム カ ナ の ソく形染芭fイ三は dif「usc 　kinctochoresを も つ て い る と い う 間接

的な
ー
証拠 と な り得 る もの と 考 え る 次第 で あ る 。

摘 要

ナ ガ ゲ ジ ム カ デ 1油 躍 g ’〃 a ！ubitts 〜岨 ψ’・ご” Sis 　il　 I200r の X 線 を 全 身照 射 し ，
24 時 間後 に 体細胞染色 体

｛22 ）
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’
　 に 起 る変化 を 観察 し た e 中期棲 振上 に 同心匹状 排列 をす る長 大 な 2 佩 の 捧状 染色体 は 切 断 され て 2 個 或 は そ

　 れ 以 上 の 断片 と な る 。 切 断 の 生 ずる 位置 に は 一定 の 型 は な い もの の よ うで あ る 。 大形渠色体 の 断片は 正 常 の

　 場 合 の 分 裂 と同様 ， そ の 側面 を 核板 に
・F行 に 保 ちっ っ 両極 に 向 つ て 移 行す る 。 粘着性 を SSび た た め に 「遅

　　れ 」夊 に 「染色体 の 橋 」を 生 じ た場台 で も ， 詞 じ よ うな行動か 認 め られ た 。
こ の 結果 よ リナ ガ ゲ ジ ム カ デ の

　　大形 陣状染色体が d壬「「vse 　kir］ctochorcs を もつ こ とが 間接的 に証明 さ れ た 。
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